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スピード
あらゆる変化に

素早く対応

挑戦
失敗を恐れず、

もう一段高い目標に取り組む

やり抜く
粘り強く取り組み、

成果を出し、振り返る

1. 顧客の期待を超える価値の創造

2. 仕事をする自分に誇りがもてる企業風土の実現

3. 社会的責任のグローバルな遂行

私たちは、感動を生む価値を創造するために、変化する顧客の夢を追求しなければならない。
顧客の期待を超える、安全で質の高い商品とサービスの提供を目指し、適正な利益を得る工夫をしなければならない。

私たちは、個人の自主性から活力を生み出す風土をつくらなければならない。
創造性豊かな人材の育成と能力開発を重視し、公正な評価と処遇が行われる組織を実現しなければならない。

私たちは、世界的な視野と基準で行動しなければならない。
地球環境や社会との調和に努め、公正で誠実な事業活動を通じて、社会的責任を果たす企業でなければならない。

感動創造企業

編集方針

統合報告書では、株主・投資家をはじめとする幅広いステークホルダーの皆さまに、ヤマハ発動機の中長期的な価値創造に
ついてご理解いただくため、当社の理念や目指す姿、それを実現する戦略や強みを相互に結びつけて説明しています。編集
にあたっては、IFRS財団による「国際統合報告フレームワーク」および経済産業省が発行した「価値協創ガイダンス」、内閣府
による「知財・無形資産ガバナンスガイドライン」などを参照しました。本報告書に掲載していない財務、サステナビリティ、
製品情報などについては、当社のWebサイトをご覧ください。なお、タイトル部分の年号は発行年としています。

ヤマハ発動機株式会社と子会社148社、関連会社22社を対象としています（2025年12月31日時点）。なお、掲載データについ
て集計範囲が異なる場合は都度明示しています。

報告対象組織

2025年12月期（2025年1～12月）を主たる報告対象期間としています。一部、当該期間の前後の情報も含みます。

報告対象期間

情報開示体系

財務情報 非財務情報

社長メッセージ

統合報告書 ����

• 株主・投資家情報 
https://global.yamaha-motor.com/jp/ir/
• 有価証券報告書 
https://global.yamaha-motor.com/jp/ir/library/security/
• ファクトブック 
https://global.yamaha-motor.com/jp/ir/library/factbook/
• 財務・業績データ 
https://global.yamaha-motor.com/jp/ir/data/

• ヤマハ発動機Webサイト 
https://global.yamaha-motor.com/jp/
• ヤマハ発動機 技報 
https://global.yamaha-motor.com/jp/
design_technology/technical/

• サステナビリティ関連情報 
https://global.yamaha-motor.com/jp/sustainability/

• コーポレートガバナンス報告書 
https://global.yamaha-motor.com/jp/ir/governance/

世界の人々に新たな感動と豊かな生活を提供する
人々の夢を知恵と情熱で実現し、つねに｢次の感動｣を期待される企業

それが、感動創造企業・ヤマハ発動機である。

企業目的

経営理念

行動指針
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「変化に強い骨太の会社」に向け、
組織体制・風土・事業すべてで変革
を実行するとともに、コスト改革と
コア事業の再強化により持続的な
成長を実現すべく、当社の方向性を
説明します。

TNFDフレームワークの開示

当社グループは自然をフィールドと
する商品を通じて世界の人々に豊
かな生活を提供することで成長して
きました。この考えのもと、2025年
にTNFDの枠組みで影響評価を行
い、情報を整理しました。

社外取締役と株主の対話会

当社は従来の役員人事委員会を改
め、2025年に指名委員会・報酬委
員会を設置しました。各委員長を
務められた社外取締役が登壇した
2025年の対話会をご紹介します。
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川上の言う「生活を楽しむ」とは一般的なリラックスするよう

なイメージとは異なり、「能動的な挑戦や探求」を意味してい

ます。これは、単なる楽しさだけでなく、鍛錬や成長、それら

を通じて得られる「感動」を追求する姿勢を表しており、ヤマハ

発動機の事業の根底にある考え方になっています。

H
is
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ry

創業以来��年余にわたり、消費者視点の開発発想を起点として二輪車をはじめとするさまざまな分野で、
つねに新しい価値の創造に取り組んできました。多様な製品を生み出す中で培ってきた強みを活かしながら、

私たちは世界の人々に新たな感動と豊かな生活をお届けするための挑戦を続けています。

ヤマハ発動機の原点と創業

日本楽器製造株式会社第4代社長の川上源
一（当社初代社長）が、楽器領域以外におけ
る将来の事業発展の足がかりとして、初代
モーターサイクル「YA-1」を生産開始、二輪
車市場への本格参入がスタートしました。
1955年にヤマハ発動機株式会社を設立。
「YA-1」ではレース優勝を果たし、その技術
力を証明。この挑戦と実績を基盤に、国内
外での事業拡大の礎を築きました。

事業の多角化と
モータリゼーションの加速

高度経済成長とともに二輪車需要が拡大し、
日本と世界でモータリゼーションが加速。「ヤ
マハ発動機らしさ」を追求した多彩なモー
ターサイクルがヒットし、国内外の二輪車市
場での地位を確立しました。これに伴い生産
体制の強化や技術革新も推進。加えて技術
の応用・発展により、船外機やFRP＊1漁船、
ランドカーなどへ事業領域を拡大しました。

新しい
モビリティ市場への挑戦

1993年に世界で初めての電動アシスト自転
車「PAS」を発売し、環境にやさしい新たなモ
ビリティ市場を開拓。その後、環境対応型船
外機「F100A」を発売し、環境保護への取り組
みを強化するなど、持続可能性への取り組みが
始まりました。電動アシスト自転車は環境意識
の高まりを背景に、新たな移動手段として注目
されるとともに、「PAS」で培った制御技術は
多くのモビリティ開発につながっています。

1950年代 1970年代 1990年代

未来を見据えた変革

環境にやさしい都市型コミューターとして
2002年に電動コミューター「Passol」を発売、 
2014 年には都市移動における新たな需要の開
拓と定着を目指し、LMW＊2第1弾「TRICITY」
を発売するなど、新しいモビリティカテゴリー
を提案してきました。加えて、無人化技術の
応用により工業や農業・林業などさまざまな
分野の省人化・効率化に貢献しています。

2000年代

人と技術で切り拓く、次の感動

2020年代～

 二輪車「YA-1」

ランドモビリティ事業
1955年

船外機「P-7」

マリン事業
1960年

ランドカー「OT11」

アウトドアランドビークル事業
1974年

産業用ロボット「CAME1」

ロボティクス事業
1976年

金融サービス事業
2013年

戦後復興期
1950年代

高度経済成長期、レジャー文化の拡大
1960年代

排ガス規制の開始とオイルショック
1970年代

バブル経済の発生と国際化の加速
1980-90年代

環境意識の高まり、デジタル化の加速
2000年代

2030年に向けた長期ビジョン「ART for Human 

Possibilities」のもと、当社らしい社会課題の
解決やモビリティの変革に取り組むとともに、
カーボンニュートラル実現のための環境戦略
を推進しています。グローバルな協業・共創
により新規事業などを通じた社会価値の創
出も加速。環境・社会価値と経済価値の両
立により持続的な成長を目指しています。
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培ってきた強み

＊2 LMW（Leaning Multi Wheel）：モーターサイクルのようにリーン（傾斜）して
       旋回する三輪以上の車両の当社での総称。商標登録第5646157号

＊1 FRP（Fiber Reinforced Plastics）：繊維強化プラスチック
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ファクトデータ
Fact Data社名 ヤマハ発動機株式会社

 （英語名：Yamaha Motor Co., Ltd.）

本社 〒438-8501 静岡県磐田市新貝2500

 TEL：0538-32-1115　FAX：0538-37-4250

設立 1955年7月1日

資本金 861億円

従業員数 ヤマハ発動機株式会社連結　55,176人
 ヤマハ発動機株式会社単体　12,082人

上場証券取引所 東京証券取引所

証券コード 7272

株主名簿管理人 三井住友信託銀行株式会社
 〒460-8685 名古屋市中区栄三丁目15番33号

監査法人 EY新日本有限責任監査法人

主な採用指数 日経225、JPX日経400、JPXプライム150

主な連結子会社

ヤマハ発動機販売株式会社
ヤマハ熊本プロダクツ株式会社＊

Yamaha Motor Corporation, U.S.A.

Yamaha Motor Manufacturing Corporation of America

Yamaha Motor Finance Corporation

Yamaha Motor Europe N.V.

PT. Yamaha Indonesia Motor Manufacturing

Yamaha Motor India Pvt. Ltd.

Yamaha Motor Philippines, Inc.

Thai Yamaha Motor Co., Ltd.

Yamaha Motor Vietnam Co., Ltd.

Yamaha Motor da Amazonia Ltda.

将来の見通しに関する注意事項

本報告書の記述について、過去の事実以外は将来の見通しについて
の記述であり、これは制作時点で入手可能な情報に基づき当社の経
営者が合理的と判断したもので、リスクや不確実性を含んでいます。
実際の業績は、さまざまな要因の変化により大きく異なることがあり
得ますことをご承知おきください。実際の業績に影響を及ぼす可能
性がある要因には、主要市場における経済状況および製品需要の変
動、為替相場の変動などが含まれます。

＊ 「個人・その他」には自己株式47,635,354株（4.7%）が含まれています。

＊2026年1月1日付でヤマハマリン株式会社に商号変更

株式の状況 大株主

発行可能株式の総数 2,700,000,000株（普通株式）

発行済株式総数 1,018,125,101株
（自己株式47,635,354株を含む）

株主数 503,109名

株主名 持株比率（%）

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 17.83

株式会社日本カストディ銀行（信託口） 5.06

NORTHERN TRUST CO. （AVFC）
RE SILCHESTER INTERNATIONAL INVESTORS 

INTERNATIONAL VALUE EQUITY TRUST

3.99

ヤマハ株式会社 2.98

ノーザン トラスト カンパニー エイブイエフシー リ 

ユーエス タックス エグゼンプテド ペンション ファンズ 2.31

トヨタ自動車株式会社 1.93

株式会社静岡銀行 1.74

NORTHERN TRUST CO. (AVFC) 

RE NON TREATY CLIENTS ACCOUNT
1.67

野村信託銀行株式会社（投信口） 1.58

ジェーピー モルガン チェース バンク 385781 1.38

株式メモ

事業年度 1月1日から12月31日まで

剰余金の配当の基準日 期末配当：12月31日
中間配当：6月30日

定時株主総会 3月

単元株式数 100株

公告の方法
電子公告によります。ただし、やむを得ない
事由によって電子公告ができない場合は
日本経済新聞に掲載します。

（注）持株比率は自己株式を控除して計算しています。



ヤマハ発動機株式会社
〒 438-8501 静岡県磐田市新貝 2500
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